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第 5回中野区基本構想審議会 部会（都市・防災・環境）

〇日時 令和元年 9月 6日（金曜日）午後 7:00～9:00

〇会場 中野区役所 7階 第 5、6、7会議室

〇出欠者

１ 部会委員

出席者

饗庭 伸、興梠 与利子、五味 道雄、佐土原 聡、

甚野 誠一郎、鈴木 照男、吉村 芳明

欠席者

岡本 秀子

２ 事務局

危機管理課長 田中 謙一

防災担当課長 山田 健二

環境課長 波多江 貴代美

ごみゼロ推進課長 伊東 知秀

清掃事務所長 川本 将史

都市計画課長 安田 道孝

まちづくり計画課長 千田 真史

大和町まちづくり担当課長 菊地 利幸

中野駅周辺まちづくり課長 松前 友香子

中野駅新北口駅前エリア担当課長 石井 大輔

【議 事】

○饗庭部会長

定刻になりましたので、ただいまより中野区基本構想審議会の都市・防災・環境部会第 5

回を始めたいと思います。本日は岡本委員からご都合によりご欠席という連絡をいただい

ていますが、半数以上の部会委員の方に出席をいただいていますので、会議としては有効に

成立するということで、進めさせていただきたいと思います。本日も 9時を目途に終わりた
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いと思っておりますので、進行へのご協力をよろしくお願いいたします。

お手元に議事次第がございますので、それに沿って進めたい思っておりますが、まず、本

日配付資料の内容について事務局より説明をお願いいたします。

○永見基本構想担当課長

それでは私の方から説明をさせていただきます。次第の裏に資料一覧ということで書い

てございます。資料 1が都市・防災・環境部会審議内容ということで、これまでの審議内容

をまとめたものでございます。資料 2ということで、新しい基本構想を考える職員プロジェ

クトチーム提案書というものもお配りをしてございます。

最初に資料の 2の方から説明をさせていただければと思います。こちらの職員プロジェ

クトチームは、今年の 4月に区役所の中に設置をいたしました。若手の職員を中心として、

審議会の部会の単位で四つのグループに分かれて、現状の分析等を行って提案書の作成を

いたしました。4月から始めて 8月まで、いろいろと研究をして提案書を作成したものでご

ざいますので、差し支えなければ、答申で、盛り込んでいただければというふうに考えてい

るところでございます。表題は、公共空間における人々のつながりがより安全で豊かな生活

につながるまちということでございます。現在の状態でございますが、中野区はアクセスの

よさがあり、サブカルチャーの知名度が高い。また住みやすさランキングが上位であるとい

った特徴もあると。その一方で子供たちが、遊べる場が少なかったり、災害危険度が高い地

域があったり、また地域のつながり、地域の情報を知らないといった課題もあるということ

でございます。強みとして、生活利便性の高さ、また知名度の高い施設があること。また、

都心に出やすいこと、多様性を受け入れるまちという性質、若い世代の流入が多いこと。住

みたいまちランキングが上位である。公園面積は少ないが数は多いこと、人口密度が高いこ

となどが挙げられてございます。弱みとして、ファミリー世帯が少ないことや災害危険度の

高い地域が点在している。また、公園の 1人当たり面積が多くないということ、地域活動に

参加できない参加したことがないといった地域とのつながりを持っていなかったり情報を

知らないという人が多いということがございます。裏面をご覧いただきまして、10 年後の

目指す姿として、二つ提案がございます。どんな時でも利用しやすく、環境に配慮された公

共空間が創出されているまちということで、公園や施設の整備だけではなく、既存の施設や

空き家等についても創意工夫により、いつでも誰でも気軽に利用でき人々が集う空間とし

て各地に整備されていると。そういった提案でございます。中身としては、公園が整備され、

生物の多様性の確保、憩いの場、また防災公園として機能している。再生可能エネルギーに
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よる電力供給システムの配備、また地域の遊休資産。空き部屋、空き家などがコミュニティ

形成する場として創出できているということです。2番として、区内各地域の拠点となる公

共空間で充実した住民活動が営まれているまちということで、公共空間で人々の交流、つな

がりが広がっているということでございます。ポイントとしては、多様な世代がつながる、

また地域で顔が見えるといったことで、災害時にも助け合える関係性ということでござい

ます。またですね、防災関連も含めた、様々なイベントが開催されて地域コミュニティの場

として、活用され、災害に強い街になってると。アプリ等を活用した、公共施設の空き状況

などがわかるアプリということなんですけれども、こういったものを活用して集まる機会

が増えている。それから既存の空間についても、例えば民間事業者の提案などを受けたりし

ながら魅力的な空間として使われているという点でございます。実際は様々バックデータ

があるんですけれども、提案書として、説明させていただきました。

続いて、資料 1に戻っていただければと思います。こちらの資料につきましては、これま

での部会での様々なご審議をまとめさせていただいて、次回全体会の時に、答申の案という

形でまとめさせていただくにあたりまして、これまではマトリックス、4分割の形で作って

いた資料を文章体にまとめさせていただいております。まず初めに、全体の目指す社会の姿

ということで、これまでの部会の審議を踏まえまして、区民との協働で魅力を作る環境負荷

の少ない持続可能なまちということで社会の姿を我々の方でまとめさせていただきました。

超高齢社会、人口減少社会が到来している中で、多様な方々の一人一人の個性が十分に発揮

されて、誰もが輝けるまちを推進していくために、子どもから高齢者が日常時も非常時も安

全・安心に暮らせるとともに、今後も住み続けたくなるような環境負荷の少ない持続可能な

都市づくりが求められている。また、中野駅周辺や西武新宿線沿線のまちづくりが進み、新

たなまちの基盤が次々と創出・再生されていく中で、区民を中心とした多様な主体と共働し

てまちづくりを進め、中野区ならではの魅力を最大限に発揮し、暮らす・集う・働く場所と

して人々の活気とにぎわいがあふれるまちを形成していくべきであると。そのような形で

まとめさせていただきました。それから、重点テーマが 5つございましたが、一つずつ紹介

をさせていただければと思います。アンダーラインを引いてる箇所は 10年後にこんな状態

であるべきだという内容でして、その前に書いてあるのは、現状の課題や必要性になってい

ます。

最初に「（1）快適で魅力ある住環境」ということで、住宅の環境というところが主にな

りますが、ユニバーサルデザインに配慮した住環境が整備され、地区特性等に応じて建て替
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えの誘導や良好な住環境保全が図られることで、子どもから高齢者まで長く住み続けたい

と思えるまちが形成されている。続いて公園のことですけれども、公園がそれぞれの個性を

持ち、安全快適な環境が整うとともに、地域や民間団体等の協力により適切に管理されるこ

とで、子どもから高齢者まで様々な人々が集い、憩い、遊び、にぎわう場として親しまれて

いる。また空き家・空き地の活用というところ、空き家や空き地等が民間事業者等との連携

において適正に管理され、地域のために有効に活用されている。続いてまちづくりの実証実

験に関することですね。実証実験などの手法も取り入れながら、誰もが気軽に参加すること

ができる協働のまちづくりが進んでいる。次が景観、空間の活用というところで、にぎわい

のあるまちづくりを実現するために、中野の景観や空間を活用し、多様な主体による新たな

行動が生まれ、まちの魅力となっている。続いて、道路また歩行者空間といったところです

けれども、都市の骨格となる道路ネットワークの構築が進み、すべての人にとって安全・安

心なユニバーサルデザインに配慮した歩行者空間が確保され、居心地がよく歩きたくなる、

まちなかづくりが進んでいます。続いて交通ネットワークというところで、公共交通機関な

ど環境負荷の少ない多様な交通手段が整うとともに、円滑な乗り換えなどシームレスな移

動が可能となり、誰もが気軽に利用できる環境が整っていると、一部、区として補強、補足

した表現もございますが、このような形で（1）の部分をまとめてございます。まず（1）に

ついての説明は以上でございます。

○饗庭部会長

えっとですね、（1）から（5）にあるんですけれども、全部やってしまうと多分最初の方

は忘れてしまうかと思いますので、ちょっとまず 1回、一旦（1）で切らせていただいて、

今、永見さんからご説明いただいたことで、字句の修正も含めてですねこういうことが足り

ないんじゃないかとか、そんなことがあればいただきたいと思います。よろしくお願いいた

します。

○佐土原委員

最初の 1の区民と協働で魅力を作るっていうところですけども。これは主語は誰でしょ

うか。区民との協働っていうことは、誰がというのが主語になれば、協働で魅力を作るにな

るんですけど。区民とのっていうことは誰か主語がいる感じなんですね。そこはちょっとわ

からないのと、それから下から 3行目のところで、区民を中心とした多様な主体と協働して

つくるまちづくりとなっていて、これも別に主語があるように見えるんですけど。この辺り

はどういう整理になってるか教えてください。
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○永見基本構想担当課長

はい。すいません失礼いたしました。行政が区民と協働するというような意味合いで書い

ておりましたので、ちょっと表現は工夫させていただきたいと思います。

○佐土原委員

位置付け的にはこれは区と区民の共同宣言っていうか、主語は区と区民になるんですか

ね。基本構想って。

○永見基本構想担当課長

基本構想そのものは、区民の共通目標ということです。

○佐土原委員

区民も主語になる形で表現されるっていうことになる、という理解でよろしいですか。

○永見基本構想担当課長

はい。どちらが主ということではなく、いずれも並列の関係で協働するということになる

かと思います。

○饗庭部会長

じゃあちょっと（2）に行きましょうかね、また戻ってきても結構です。他と比べてここ

は変だってこともあろうかと思います。では、（2）、（3）ぐらいやっちゃいましょうか。

説明お願いします。

○永見基本構想担当課長

それでは説明をさせていただきます。「（2）世界に開かれた都市活動とにぎわいの拠点」

でございます。中野駅周辺を主に書いておりますけれども、まちづくり事業が進んでいくと

ころで中野駅周辺は地域の発展に資する多様な都市機能が集積され、文化芸術活動、商業活

動等が充実し、回遊性が高まり、あらゆる人が快適に行き来し、実効的なエリアマネジメン

トが行われ、まち全体の質や価値が向上し、周辺地域への波及効果も生まれている。続いて、

こちらは多様な主体のネットワークということですけれども、中野の多様な主体がつなが

ることで、新しい魅力が生まれ、その魅力が中野から世界に発信されている。3つ目が中野

らしさというところですけれども、変わるものと変わらないものが共存し中野らしさが形

成されている。

続いて「（3）地域のにぎわいの創出・再生」というところでございますが、西武線沿線

の連続立体交差事業等が進行していくということでございまして、西武新宿線沿線では連

続立体交差や交通基盤の整備が進み、踏切や線路による地域分断や交通渋滞の解消ととも
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に、駅前の交通結節機能の強化や、安心して買い物ができる空間整備がなされ、地域の安全

性、利便性が向上している。続いて、にぎわい、また外出したくなるようなまちの創出とい

うことで、西武新宿線の各駅周辺では地区の特性に沿った将来像の実現に向け、新たにぎわ

いの創出や交通基盤の整備防災性の向上を目指したまちづくりが着実に進み、高齢者等が

外出したくなるまちの魅力が創出されている。続いて、商店街のことでございます。歩いて

買い物に行ける身近な商店街が区民の交流や子どもの社会体験の場となり、地域のにぎわ

いが生まれている。続いて鉄道上部の空間ということで、連続立体交差化に伴い生じる鉄道

上部の空間については、地域の要望と社会ニーズを踏まえ、所有者である鉄道事業者等との

調整が進めると、そのような形でまとめてございます。以上でございます。

○饗庭部会長

お気づきのことがございましたらお願いいたします。では、鈴木委員お願いします。

○鈴木委員

3番目のですね地域のにぎわいの創出・再生についてなんですけども。前回もお話が出た

んじゃないかと思うんですが、これ見てますとね、西武線沿線中心なんですよね。他が全然

出てない。確かですね、他の地域も同じようにいろんな課題があってですね、それを検討し

ていくっていうお話があったんじゃないかと思います。ちょっとその辺がですね、欠けてい

るのではないかと思います。それとですね、1番目の、快適で魅力ある住環境の中で、3番

目のですね、4番目ですか、まちづくりの進め方の中で実証実験などの手法というような言

葉が出てきていますけども、その実証実験とは具体的にどういうことを指してるのか、お示

しいただきたいと思います。

○饗庭部会長

では、お願いいたします。

○千田まちづくり計画課長

まちづくり計画課長の千田です。まず最初にいただいたお話ですけど、こちらの地域のに

ぎわい創出・再生ということで、特に西武線がクローズアップされているところですけど、

おっしゃる通りまちづくりのテーマとしては、やはり駅前という一つの環境についていろ

いろ検討がなされるべきという認識がございます。ただ、また一方でですね、基本構想とい

うところの理念で考えますと、中野区で極めて特徴が高いというのが、やはり連立事業とこ

の中野駅ということで、それ以外の駅についてはですね、都市マスタープラン等そういった

策定の中で、エリアごとにこの駅前等のあり方ということで定めていくのも一つかなとい
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うこともございますので、駅前全体というテーマでこの中に織り込んでいくかどうかです

ね、また事務局の方と少し相談させていただきたいと思います。

○永見基本構想担当課長

先ほど実証実験にどういったものかということで、これは、吉村委員の方から実証実験に

関するご提案があったかなと思っておりまして、もしよろしかったらちょっと委員の方か

らご紹介いただければと思います。

○吉村委員

吉村でございます。実証実験というのは、車の何ですか。ＡＩを使ってですね無人ででき

るとかっていうようなこともあったり、どんなことが今後できるかということの実証実験

があるんでしょうけども、私がここでお話してるところっていうのは、一つはその中野とい

うコンパクトな中でのまちのつながりとかまちづくりとか今後のまちを考える上で何かモ

デルになることをこの町に持ってくることによって、整備することとかですね、まちづくり

をすることのあるきっかけができるんじゃないかなというふうに思ってます。1つはです

ね、職員の方々が作った資料の中で、さかんに公共空間という話が出ておりますけども。公

共空間も一番ポイントになるのが、道路なんかの使い方だと思うんですね。今多いのは、都

心地域で多いというのはその道路をある程度閉鎖してしまうとか、これは丸の内周辺なん

かそうですよね。そこをもっと魅力的に人の空間にするっていうようなことを、実証実験で

やってるようなことがあります。それがどんな影響が出るか出ないかということで、どれだ

けメリットがあるとかデメリットがあるかということだと思うんですが、それを見つける

ことによって、その制度を変えていくとか、新しく何か政策にしていくかとかっていうこと

の試しをすることと思うんですね。そのために決まったこととか今までどこかであるよう

なことではなくて、もっと先駆けになるようなことを中野の中で起こしていくと。それも今

一番最初にあるような、区民とともにとありますから、当然区だけではなくて住んでいる

方々が一緒にやっていくっていうことができるような、それを実証実験という言葉で言っ

てはいるんですけども、何かそのトライアンドエラーということですかね。そういうことが

できてくる試みをしていこうじゃないかっていうことになるんじゃないかなと私は理解を

してお話をさせていただいたつもりです。ですので、1つの大きな例としては、愛媛市の北

口に広場ができましたが、そこの広場に対して車をやはり入れないようにして、公共の車、

ずばりバスだとかタクシーだけにして、民間の車を入れないというようなことのどれだけ

不都合が出るかっていうような実験をしてるわけですね。そういったことを含めた中野駅
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前だけではなくてもですね、今のところで、今までとはちょっと違う規制緩和だとか、逆に

もっともっと人に優しくしていくことっていうことをやったらどうかっていうことの意味

だというふうに理解いただければというふうに思います。説明になったかどうかちょっと

わかりませんが、すいません。

○饗庭部会長

鈴木さんの感想というか、一言いただけますか、今の話をうかがってどうだということを。

○鈴木委員

吉村さんの言われているのはよくわかるんです。だから、別にそれはいいんですけど、行

政の方で、その言葉を取り入れてやったから、何か方策というか具体的な検討がなされたの

かなと思ったものでお聞きしました。

○饗庭部会長

何かありますか。補足とか追加で

○永見基本構想担当課長

吉村委員がおっしゃっていただいたような趣旨で書いたところでございまして、委員の

ご意見をくみ取って、答申の部会のまとめということで、まとめさせていただいたというこ

とでございます。

○饗庭部会長

お願いします。

○甚野委員

地域のにぎわい創出の 2番目の項目のところでですね。西武新宿線各駅周辺ではってい

うことでずっといったところで、最下欄のところなんですけど、高齢者等が外出したくなる

まちの魅力が創出されているというふうに記載いただきました。確かに会議の中では高齢

者が出て来やすいようにとか、そういうふうな形でお話をさせていただいた記憶がござい

ます。ただ、こういうふうな文章になってみると、高齢者っていうふうに区切るのではなく

て、例えばなんですけどこれ誰もがというふうな言い方に変えることによって、区民全員に

対して波及できる内容になるのではないかなというふうに思いましたので、文言の方ちょ

っとご検討いただければと思いまして発言させていただきました。以上です。

○饗庭部会長

回答的には、そのとおりでよろしいですかね。

○千田まちづくり計画課長
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まちづくり計画課長の千田です。今いただいたお話のところ、実際のまちづくりの検討を

進めるにあたってはですね、子どもから高齢者、また障害等お持ちの方までですね、多様な

区民対象にいろいろ必要な公共施設公共空間の検討しておりますんで、今、委員おっしゃる

とおりだなということでは思ってるとこです。ですから必要な措置をですね、事務局の方と

検討させていただいて、今いただいたような方向だと思います。

○饗庭部会長

はい、じゃあ五味委員お願いいたします。

○五味委員

昨年と一昨年通じまして中野前区長の頃から空き家審議会っていうのに私メンバーで入

ってました。それなりに空き家対策をやったんですけど。空き家対策の座長もいましたし、

最終的には、中野区が、いずれ人口が、今増えてるわけで、将来減っちゃうだろうという極

端に今そう、日本の人口が今 1億 2,000 万のやつが 40 年経つと約 4,000 万減るだろう。こ

れは社会学者が講演したんですけど、これは嘘でも何でもないと。これまことのことで、ど

う考えても、4,000 万減るだろう。ということの中で考えると、私設計事務所を始めてもう

60年も経ちますけど。50 年前はですね、どんどんどんどん増える時代に建物をやったりし

たわけですけど、今の社会学者の論法によりますと、逆にですね 40年後は、都市は衰退す

るだろうと。そういうことを言ってるわけですね。だからサンプラができたのは 40 年前で

将来サンプラが極端な言い方だけど、なくなってしまうのかな。まず、そういう言い方、議

論があるわけですね。それで、私ども座長に質問したんですけど。じゃあ、なぜ中野がそう

いう一番、23 区中でも人口がどんどん減るのかって言いましたら、それは空き家が増えて、

それから、社会基盤が悪いという。原因は、社会基盤でなしている広場の面積が狭いとそれ

が道路幅が二項道路って言って 4メーター以上の幅員の道がですね、今やまだ延べ 350 キ

ロもあるんですね中野は。だからそれは 23区中ワーストワンだということ。それに加えて、

木造密集地が多いっていうことは非常に将来の中野区っていうのは、23 番目になるだろう。

そのような厳しい指摘を受けました。その話を講演の最中に、中野区長も見えまして、酒井

区長も熱心に聞いておられた。

だから、ちょっとわからなくなったということがありますから、とにかくこないだの全体

会議の中でも女性のオブザーバがこういうことを言ってましたね。杉並だとか練馬に比べ

ると、ことに幼児教育をする幼稚園だとか保育所の面積が狭いのだと。狭い保育所の人たち

は児童だとか幼児を公園に連れていって遊ばせるとそういう非常に子を育てる側からいく
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と、人間が将来育つためにはそういう悪い環境の中で育てたくないから、他の区に移住して

しまうということを、このあいだ全体会議の時におっしゃっていました。まずそういう土地

社会基盤をですね、今、ちゃんと作っておかないと人口が減るときに対応できなくなっちゃ

うということがありますから、どうしてもですね、それを貫徹してもらいたい。

ちなみに私は、中野区の都市計画審議会の専門員を 26 年前にやったんです。その時に平

和の森公園ですか。あれが監獄の跡地だったんです。6ヘクタールあるんですね。23 番目の

中野区ですから。それは絶対に公園にすべきだと主張しまして、公園にいたしました。こな

いだ区議会で、あれは公園じゃなくて運動場、300 メートルトラックを作るんだ。いうこと

がありました。こないだの我々の設計事務所協会のが議会の各会派から呼ばれて、こういう

過去の 23 年前に決まったのは、公園じゃなくなっちゃったと。そういうのは都市計画が入

らないよという、都市計画審議会の批判もしたんですけど。そういうことをどうして、時間

が長いわけですから。長い目で見てよくしっかり考えてやらなければ、今の問題じゃないん

ですね、にぎわいがあるとかも。この今、中野区はあと 10年は人口の増えるだろうと言っ

てますけれども、それよりももっと長い視野で考えなきゃまずいとこういうふうに感じて

ます。だから以上、申し上げると皆さんも大体都市っていうのは大変だなということを感じ

られると思いますけど、そういうことが問題で、この場で解決するような審議にしてもらい

たいと思います。

○饗庭部会長

事務局から人口が減っていくぞっていうところに対する、なにか覚悟がどれぐらい示さ

れるかということかなというところもひとつ受けとめたんですけども、何かそういう構え

的なものは、ありますかね。なさそう。

○千田まちづくり計画課長

では、まちづくりの方から少しお話しさせていただければ、今の我々の部署、この中野駅

とかを除くですね、西武線沿線とかそういったところのまちづくり等を行っているとこで

すけど、今、委員からいただいたような長期的な都市構造のあり方という視点で今後、特に

野方以西については、さらにこれから詳細なまちづくり進めていくところですんで、基本的

にはそのような長期的な視点の中で、必要とされるような公共空間の確保から進めていき

たいということで考えております。

○饗庭部会長

はい、ありがとうございました。他いかがですかね。じゃあ吉村委員よろしくお願いしま
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す。

○吉村委員

3番目の地域のにぎわいの創出・再生なんですが、先ほど鈴木委員からございました西武

線だけみたいなところの話とともにですね、もう 1点はこの 3月に東京都から新しく都市

を作り上げるっていうことで、これは規制緩和もあるかもしれませんけど、環七の内側、今

までですと山手通りの内側くらいだったんですけど、環七の内側っていうのも一つの範囲

になってきて、そこで用途等の見直しだとか、それから容積の話だとかっていうのが出てき

ているわけですね。これは決してどんどん開発するわけじゃなくて、いかにそこに付加的な

要素のものですから、育成用途とか入れてですね、まちをもうちょっと多様にしようという

ことだと思うんですね、その時に、こういった沿線の話もあるんでしょうけど、もう少しそ

うではないところの、例えばやっぱり老朽化している場所とか、それをどうやってまとめ直

して再整備するかというようなこともですね、たぶんこれから先まちづくりするためのキ

ーになるんではないかなというふうに思います。ですので、この活力とにぎわいの拠点地域

ということで、中野の中で中野の駅前の地域と東中野とそれから中野坂上が 3つモデル地

域として上がっているわけなんですけど、もうちょっとここらではできるんじゃないかと

いうことを探し出すこともですね、これから先 10 年かかってでたぶんやる。ことができる

んじゃないかと思うんですね。そういう意味ではもう少し広げた話として特に環七の内側

なんかでの再整備といいますか再生といいますかね。そういったことをやはり打ち出して

いくことも必要なんじゃないかなというふうに思って今お話させていただきました。

○饗庭部会長

事務局からございますかね。

○千田まちづくり計画課長

まちづくりの展開ということでのお話しいただいてるとこだと思うんですけど、やはり、

まちづくりの中っていうのは、この今のまちのこの現状それから課題というものから、それ

に対して、どのようなまちの将来像を定めて展開していくかというとこにあるかなという

ことで考えてます。その中で大きいのについては、やはり防災上の視点からこのまちの危険

度とか、まちの構造的なもので急務な改善、いわゆる安全性の視点から改善が求められるも

の。特に地域危険度とかの評価を、今の東京都の方からも出ている。そういう状況もござい

ますんで、そういうところについてはその課題をいかに解消するかというところが視点に

なってくるかなと思います。一方の東中野の先ほど事例もいただきましたけど、やはりこの
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立地からそのまちのポテンシャルがちゃんと生かされてるのかという視点の中から必要な

まちの構造を、改変していくというような取り組みが必要になってくるという認識もござ

います。その際には先ほど委員おっしゃったように、環六の中であったり、環七の中であっ

たり、そういった中でやはりこの立地的なポテンシャルというのは、そこの中の視点の中で

評価されて、検討されるべき事項ということも考えておりますし、我々も東中野とかそうい

った立地的な課題の中から取り組んでるところも今行っているところでございます。

○吉村委員

今、3番ところから、にぎわいということで関係したんですけど、実際にはやはり、4番

目のこの災害ということでなくて、ものの老朽化みたいなところがあって、なかなかそこに

手がつけられないような建物もこれから先随分出てくるし、だから、ましてやその道路につ

いて整備できないということがあるならば、そこに対して、新しい制度とかですね。それか

ら都がするとか、国がするとかっていうことの施策に対してしっかりとそれを区として受

けとめて実際にやっていくと。手も上げると。先ほどの実証実験じゃないけどモデルケース

としてやれるとかいうことをやはり積極的にやっていくような姿勢をお出しになることも

必要じゃないかなと思います。それは当然区だけじゃできない。当然区民と一緒にやると、

そのために、まちを一緒に作っていくんだと。いう姿勢をやはり宣言するといいますかね。

そんなことを挙げていただくことも必要なんじゃないかなというふうに思います。以上で

す。

○千田まちづくり計画課長

今いただいた話の補足として、おそらくスポット的なお話を今ちょうだいしたかなと思

うんですけど、昨今、空き家というものが問題となってるのと同様にですね、今後はやはり

建て替えに困窮するマンション、共同住宅というのが課題になるんじゃないかと。いうこと

は、やはり我々のこのまちづくり、都市整備の中では、今後懸念される事項の一つとして挙

げられてるというところでございます。これについてはやはりですね、建て替えをいかに支

援するか、そうは言ってもですね、やはり都市構造としてのバランスも確保しなければいけ

ないと。つまり建て替えしやすくするための支援として、大きな建物を建築できるような制

度を導入したとすると、また地域環境っていうのにも影響してくると。そこら辺のバランス

をどう取るかって言うのが今後まちづくりの課題であり、支援策の検討の課題ということ

で考えてるとこでございます。

○饗庭部会長
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今のマンション建て替えの話って割と大きいテーマだと思うんですけど。なんかそうい

えば入ってないなって気になったんですね、この中に。少なくとも快適で魅力ある住環境と

いうよりは、たぶん 4番のところに入ってる。まだ説明いただいてないですけど、パラパラ

読んでたんですけど。なんか入れておくといいかもしれないですね、老朽化した集合住宅、

特に旧耐震みたいなやつが中野ありそうなので、そいつを建て替えるなり、さらに言うと、

要はそれを立て替えつつ周辺地域の関係も一緒に良くしていくっていう話ですよね。やれ

ることっていうのは、だからそんなことは何か項目立てといた方がいいかもしれないです

ね、4番のところかもしれないなと思いました。アドバイスです。

○安田都市計画課長

住宅担当が来てないんで都市計画担当から、お話しますけれども、先生のおっしゃる通り

でですね、戸建ての空き家とかそういうの問題になってるんですけども、最近老朽化したマ

ンション、かなりたくさんあって、建て替えがなかなか困難であると。いうことがあります

ので、今年度から本格的に調査に入っているところです。そういったところも課題にしっか

り入れていくことが重要と考えます。

○饗庭部会長

はい。どうぞ。

○五味委員

皆さん今議論やってる最中ですけど。中野っていうのは、昔からなんて言うんですかね。

歴史が非常に古い他の区と比べて、一番目立つのは駅周辺には公共用地が非常に多いんで

すね。これは、要するに昔から中野には備わっていた。今開発なんかしてるところは昔は例

えば境内跡地だとか、さっき言いました平和の森だとか、ほとんど公共物が主で非常に公共

的な施設を作りやすい時代があったわけなんで、それを今どうするかっていうことに今非

常に東京都の都市計画審議会では非常に慎重に扱っているっていうのは、先ほどあの環七

の話が出ましたけど、今の東京都は、東京都の人口がどんどん増えて経済活動が非常に活発

になって、この 30 年の間に、一極集中ですか。みんな東京に人間集まるということで、今

までは環状 6号線の内側だけを住居地域系か商業系かとすることに決めたたんですけど、

最近の都市計画、東京都の都計審は、環六じゃないよと、環七まで拡張しないと、東京都は

整備できませんっていうことを発表いたしまして、そのなかの委員が中野区に在住してお

られる、青山さんですね。青山さんがそういうことを唱えても目下ですね、東京都の都市計

画審議会は、環六から環七の間をもっと見直そうという作業入ってます。一番極端なのが郊
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外に行くと農地がありますね。農地とどうにか市街地っていうのは一つのまとまったエリ

アにまとめることができないかということを今、東京都の都計審は考えてまして、実際に試

行錯誤でやってみようじゃないかっていうのがこの間、法律化されましたけど、東京都では

世田谷区と練馬区に今、農地があるんですが、農地とその市街地を一つ結びつけて、結婚さ

せちゃおうと、そういう発想が出た。それはなぜかというと、やっぱりヨーロッパやアメリ

カのまちづくりっていうのは、農地があって、そこの中に高層ビルがあると。そういう農地

をうまく媒介してですね。それで建物を作る。そういう考え方に移行しつつある。そういう

ことは、私も欧米しょっちゅう行ってますけど。そういう考え方でまちをつくると、非常に

環境がいい住宅地ができるということで、それは地域を緑化今まで住宅地域っていうのは

ですね。緑化住居地域という、なんかそういう名前の地域を新しく作りました。これは皆さ

んまだ気が付いてないんでしょうけど、すでに東京都の都市計画審議会はそういう方向に

向かってますから。だからそういう東京都のこの意見も中野区の行政もよく取り入れてで

すね、やってみたほうがいいじゃないか。こないだ青山専務と会いましたけども、中野から

要望があんまりないんだということをおっしゃってます。以上です。

○饗庭部会長

農地の話はどうしましょう。あんまりないんでしたっけ、中野区って。よく知らないんで

すけど。

○安田都市計画課長

生産緑地が若干あるんですけど。上鷺宮地域に限定されまして、もう 10 件あるかないか

って言う状況です。

○饗庭部会長

田園住居地域のお話をされたんだと思うんですけれども、たぶん中野では使うことはな

いんじゃないかと思いますけどもね。農地マージンのところに農家レストランとかつくれ

ますって、それが来週提唱し、なので、一定層並の環境のところに農地レストラン作っても

いいですよとか、そういうタイプの用途地域なんであんまり関係ないかもしれないですね、

あれに関して言えば。八王子とか国分寺がちょっとどうしようかって言ってますけど、私の

知る限りではあんまりまだ使いようがないという話を聞いております。参考意見ですね。ご

判断いただければと思います。

どうしましょうかねちょっと時間もあれですから、（4）と（5）いってしまって、最後ま

とめて議論という感じにしたいと思います。お願いいたします。
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○永見基本構想担当課長

それでは続きまして「（4）災害に強い都市」についてご説明申し上げたいと思います。

まず最初に危険性が高い地域への対応ということで、災害時の危険性が高い地域では、住民

との話し合いが進み、安全・安心なまちづくりに資する計画策定、誘導等が行われ、避難道

路の整備や公園の防災機能の充実、建物の不燃化・耐震化等により防災性の向上に取り組ん

でいる。続いて地域の防災力ということで、地域の防災を支える人材が育成され、日常から

地域のつながりを持っている区民が災害時にも協働し、防災拠点の運営が円滑に行われる

体制が構築されている。続いて避難時のことでございます。災害発生時、避難所にいる人や

在宅避難中の人、来街者など中野区にいるすべての人が正確で必要な情報を受け取り、安心

して避難生活を送っている。次は自助に関することで、一人一人が防災に対する正しい知識

を持ち、自発的に防災に対する備えを行っている。次が要支援者のことでして、災害が発生

しても要支援者が安全に安心して避難できる体制が構築されている。続きまして、ライフラ

インの維持というところで、被災時でもライフラインが途切れることのないまちになって

いる。さらに区の協定団体との連携ですね、災害発生時、区が様々な団体と連携し、それぞ

れが適切な役割を果たし、協力できる体制が整っている。次が、気候変動の影響への対応と

いうことで、気候変動等により起こる新たな災害である大雨や台風の発生による水害、熱中

症などに対する対策が行われてる。続きまして空間の有効活用。土地の高度利用等によって

生じた空間を有効活用し、防災等の都市機能が向上している。

次が「（5）地球にやさしいライフスタイル」でございます。環境に配慮した生活という

ところで、区民一人一人が持続可能な社会を目指し、ごみの減量など、環境に配慮した生活

をしていると。続いて、様々な主体の協働による環境づくりというところで、行政や区民、

事業者が一体となって気候変動等に対応するための環境づくりに取り組んでおり、区民の

日常生活や企業の事業活動に根付いている。続いて脱炭素のまちと、低炭素という言葉がご

ざいましたが、脱炭素という言葉で表現させていただきまして、エネルギー消費の高効率化、

省エネルギーに合わせて、創エネルギー・蓄エネルギー等による脱炭素のまちづくりを推進

し快適な暮らしが営まれている。続いて緑化の話ですね。区民、事業者、区が協働して緑地

の保全、緑化の推進に取り組むことで、緑のまちづくりが進み、区民の中に環境への意識が

根付いている。最後がごみの排出の関係で、区が定めるルールに従ってごみの分別と排出が

適正に行われ、不法投棄もなく、まちの衛生的な環境が保たれている。ということでござい

ます。ご説明は以上です。
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○饗庭部会長

皆様いかがでしょうか。はい。お願いします。

○興梠委員

（4）の丸で言うと 3つ目になりますけれども、その一番最後のところの結びの言葉なん

ですが、避難生活を送っているっていうよりは送れる体制が整っているという形の方がい

いんじゃないかと思いました。

○饗庭部会長

そのとおりでよろしいですか。

○佐土原委員

どういうふうに表現していくかがわからないんですけども。災害に強い都市を考えると

きに、普段、と、それから、非常時とが、ある程度、連動してという考え方がすごく大事だ

と思うんですね、この二つ目の丸のところは、確かに人のつながりという視点から、普段か

らのつながりが非常時にも生かされる、ということでいい表現だと思うんですけども。たぶ

ん 5番目のライフスタイルの環境の取り組みと、それから防災の取り組みがいろいろ連動

して、普段と非常時ということになってくると思うんですね。その辺をどんなふうに表現し

ていくのかはちょっと難しいですけど、例えばエネルギーのところだと、低炭素のために、

再生可能エネルギーをうまく使うことは、非常時にそれがうまく連動してライフラインも

途絶えにくいエネルギーにもなるという視点でまちづくりができている、ということがう

まく表現されると、よりわかりやすいと思いますので、その 4と 5のつながりもあります

し、防災の取り組みの視点として、非常時と平常時がうまく連動して、平常時取り組んでい

ることがいつの間にか非常時でも大丈夫になっているという。そういった将来の姿が描け

ているといいと思いました。

4 ページの一番下の高度な土地利用にも関係するんですけど例えば広場を作るというこ

とは、環境の緑を増やすとか良い環境づくり、もしかしたら最初の方の快適な魅力あるって

いうことにもつながるんですけど、非常時にもそういう広場がうまく使われるという全体

のつながりにもなってくると思うんですけど。そういう視点が表現されると将来のあり方

として、いいような感じがしましたので、具体的にどこをどうというのが、明確にはご指摘

できないんですけれども、意見として申し上げます。

○永見基本構想担当課長

今、委員からご意見いただいた内容を踏まえて、どういった表現ができるかということで
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工夫していきたいと思います。

○甚野委員

今の佐土原先生のお話にちょっと乗っかるような形になってしまうんですけども。具体

例で言うと協定の部分について、ここで下線の部分でいきますと「災害発生時、区が様々な

団体と連携し」って言って災害発生時が主に頭にきちゃっているので、ここの表現をもし変

えるとするならですね。「平時より区が様々な団体と連携し、それが適切な役割を果たし、

災害時にも協力できる体制が整っている」というふうな、常にいつもあると。それが佐土原

先生の言葉を借りて、災害時にも有効活用されていると。防災のところでは平時にできない

ことは災害時にもできないというふうに言われているところですので、そういった言葉が

端々で表現されてるとよろしいのかなと。一番最初の、災害時の危険性の高い地域では「い

つも」とか、「どこでも」みたいな形の表現が頭にあることによって、常に行われていると

いうふうなイメージが皆様のところに常にどこか心の隅にでも置いていただければ、動い

ていくものではないのかなというふうに思いました。以上です。

○永見基本構想担当課長

今ご意見いただいたことなどを踏まえて、そちらの部分の表現も含めて、全体的に、そう

いったニュアンスを入れていきたいと思います。

○饗庭部会長

なんかちょっと災害多いですよね。なんか整理されてないなっていう印象がすごくあっ

て、意見を言いにくいなと思うんですけれども、今気づいた範囲でいうと、例えば二つ目の

災害の発生時の人材育成みたいな話と、最後から 3番目の 100 団体との連携なんてやっぱ

り一緒にしちゃっていいんじゃないかなと。思いますし、あとは一番下の最後の空き地を防

災機能を埋め込みましょうっていう話は、一番最初の話にもつながってくると思う。ハード

ものの話は一緒にしちゃってもいいかなっていうふうに思うので、もうちょっと整理しな

いと、なんか読む気がなくすというか、せっかく作ったのに読んでもらえないって感じにな

っちゃうので、4項目か 5項目ぐらいにまとめていただくのが、良いかなというふうに思い

ました。

それと、あとはですねこれ災害って言いながらも、どうしても地震及び火災が念頭にある

ような感じになっていて、後ろの方に取ってつけたように台風、大雨、熱中症みたいなこと

が出てきてるんですけれども、読んでいくと取ってつけたようにこれが出てきていて、大変

なんだけど何も考えてませんということしか書いてないんですよね、ここには。この 3行
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は、最初 2行で、対策が必要であるっていうふうにして対策を行われてるっていって、何や

るか全く書いてないので、だからこれはある程度ちょっと頭出しをした上で、ここの部分を

膨らませるか。それとも、それは建物の耐震化とかそういうところと合わせて、大雨強い住

宅を作るとかいうことがあるんであれば、そういうことやっていくとか、ライフラインに手

を入れることによって、排水の性能を上げていくことによって、水害とか防げるんだってい

うふうにしライフの方に持っていくか、対策を検討した上で、他のとこに散らすっていうふ

うにやってった方がいいかなと思います。ちょっと最後から 2番目はあんまりだなと。思っ

たものですから。以上です。しゃべっちゃいました。他いかがですかね。

○甚野委員

ちょっと戻らせていただくんですが、2点、（1）のですね、2ページの一番上の丸のとこ

ろのまちなかづくりっていう言葉いきなりここで出てくるんですが、まちづくり、まちづく

りと言っておきながら、まちなかづくりがでてきたところでまちなかづくりっていうとど

うしても中心市街地みたいなイメージがどうしても僕は湧いてしまうんですが、何かここ。

まちなかづくりという言葉を選んだ意味であるとか何かそこのところをちょっとお話しい

ただきたい。

もう 1点。（3）の一番下の西武新宿線の上部空間のところで、中井・野方について一応

2021 年 3 月に工事完了の予定ということで話は聞いているんですけども、その状態であれ

ば調整がもう進んで、何かしら 10 年来の中でいくと活用されていてもいいんじゃないかな

と思っておりまして、ここもう一歩踏み込んで、「調整が進み、活用がされている」という

ような言い方がもし区の方でできるのであれば、前向きに進んでいただけるといいかなと

思いました。以上です。

○安田都市計画課長

それでは都市計画の方から、はじめの方のまちなかづくりについてです。最近ですね、歩

いて暮らせるまちなかづくりっていう言葉で、よく言われてますけれども、ウォーカブルシ

ティですか、健康に配慮した、お年寄りから子どもまで誰もが歩いて暮らせるまちなかづく

りということで、国の事業にもなっておりまして、そういった事業の取り入れを目指して今

のまちなかづくりということで入れました。

○千田まちづくり計画課長

もう一つの方、上部空間の方なんですけど、こちらについては今、事業認可期間が来年度

までとなっているところなんですけど、今必要な事業進捗に応じてですね、場合によっては、
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それについて一定程度見直すときもあるというような状況でございます。これについては

若干ちょっと機微な事項で、また事業のスケジュールについては東京都が主体となって調

整する事項ですので、もう少しお待ちいただけると、今現段階ではこの表現で進めさせてい

ただければというのが所管の考えでございます。

○甚野委員

ありがとうございます。先ほどまちなかづくりのところで補足させていただくと、国の方

では、漢字使ってないんですね。ひらがなで「づくり」なんですね。ひらがなで「まちなか

づくり」とされていたので、そこはご訂正いただくか、また今ご説明いただくとその内容に

ついては理解はできるんですけども、区民がこれ読んだ時にそれをイメージできるのかっ

ていったところがちょっとクエッションが残ります。ですので、そこの部分についてはちょ

っとご配慮いただきながら、再度ご検討いただければと思います。以上です。

○饗庭部会長

今の上部空間という表現が気になっていて、最後に言おうかなと思ってたんですけど、テ

キストの作りは前半が課題で後半があるべき姿ですよね。というのが基本の組み立てだと

思うんですよね。一つの項目について、課題は課題で整理したとして、将来像の 10 年後 20

年後こうだっていうのが示してなきゃいけないと思うんですけど、さすがに情勢が進んで

るっていう言い方はないだろうというふうに思っていてですね、結局上部空間がこういう

ふうに使われてるとか、地域のにぎわいの拠点になってるとかやっぱそういうふうに書い

とかないと駄目じゃないかなというふうに思っていて、それで東京都に怒られるんだった

ら、本気で喧嘩してください。そんな風に口出すなんて。というような感じがちょっとする

ので、何か妙に現在進行形のことを中途半端に書いてるところが幾つかあるので、ちょっと

そこはやっぱり基本構想って将来を見据えた大きい話をするところだと思うので、ちょっ

とそこは変えていただくしかない、変えていただきたいなというのが私からの希望でござ

います。はい。

○千田まちづくり計画課長

よろしいですか。今いただいたお話についてなんですけど、1点ご説明させていただきた

いのが今回連立事業で創出される土地なんですけど、こちらについてはどうしても株式会

社の事業用資産というのが、基本的な位置付けになってございますんで、そこについて、区

の基本構想として挙げてくには、やはりそこといかに調整して協力を得て、まちのニーズに

こたえていくかというところになってきますもので、そういった意味で、株式会社の事業用
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資産っていうところに配慮してこのような表現にさせていただいた、というところです。

一方前段についてなんですけど、こちらは事務局ともこの表現について確認したところ、

まずこのアンダーラインの引いてないところについては、この部会の中で、あの空間はこう

なったらいいねというような意見をまとめたものというところでしたので、それについて

表現されたものということで認識しておりまして、それを受けて、今後この基本構想等への

反映がされるというのに対しては、我々その事業者との今後協議調整という意味も込めて

このような表現をさせていただいてるという構成になっております。

○饗庭部会長

おっしゃることは良くわかるんですけども、そんなこと言ったら区民にああしろ、こうし

ろとは言えないじゃないですか。区民の住宅を耐震化しろって書いてあるのだって、同じ理

屈になっちゃうので、だから、上部利用空間が特定の事業者決め打ちみたいな感じになっち

ゃうのは確かに問題かもしれませんから、だとしたら上部空間って言い方をやめるしかな

いですね。事業によって発生した空間が区民のために有効利用、というそっちの空間の言葉

を少し抽象度を上げて表現をするということじゃないかと思っていて、調整が進んでるっ

ていうのは基本構想にあるまじき言葉なので、基本構想のレベルに書くべき言葉じゃない

と思うので、やっぱり言えないことは、ターゲットをぼやかして書くっていうふうに工夫し

ていただくしかないかなと。

○甚野委員

今のお話聞いてて思ったんですけども、連続立体交差化が実施されるにあたって、今、饗

庭部会長のお話の中にもあったとおりで、鉄道の上部空間だけじゃなくて、いろいろな空間

が生じるんだと思うんですね。区で買い上げるところもあるのかもしれないですし、自分自

身で逃げてくる方もいらっしゃるのかもしれないんですけれども、そういった場所をすべ

ての空間として認識した場合、この文章をもし変えるとするならば、「連続立体交差化に伴

い生じる空間については」というように鉄道って取っちゃう。地域の要望と社会のニーズを

踏まえ、所有者との調整が進み、活用されている。というふうな活用もしくは活用が進んで

いるでもいいですし、特定要素を抜いたところで、全体的なところ、活用できるものを活用

していきましょうっていった目標のところに置いていくっていうのが一番いいのではない

かなというふうに思っておりますが、いかがでしょうか。

○千田まちづくり計画課長

今いただいたご意見について、そういった機微な事項ですね、間違いないのは、やはり鉄
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道事業者として、地域に貢献していただきたいと、そのための調整を図りたいというのもこ

れ我々の今後の方針でございますんで、区の構想という中に位置づけるにあたって今のよ

うないただいた意見ですね、参考にさせていただきながら、ちょっと事務局と再調整させて

いただきます。

○饗庭部会長

他いかがでしょうか。ライフスタイル系に皆さん何かご意見いただけると。課長がつまら

なそうな顔して座っておられるんで、何か悪いなと。ここだけなんかライフスタイルってタ

イトルなのが、ちょっと浮いてるなとは思ってて、地球にやさしい中野区とか、そういうこ

とじゃないかなというふうに思ったんですけど。中身見ると、必ずしもライフスタイルのこ

とだけじゃなく、住宅こう変えますとか、省エネルギー系のなんか作っていきますみたいな

のかちょっと書いてあるので。ちょっとタイトルはライフスタイルじゃないんじゃないか

なっていうのは思ったことですね。いかがですか。

○波多江環境課長

おっしゃる通り、私もこの現段階でのタイトルがいいのかどうかっていうことについて

は少し考えがあって、環境の今、基本計画を作るための審議会も始まっているところなんで

すけれども、そういった意味ではちょっともう少し進んだ形のタイトルにしていかなけれ

ばいけないかなというふうに地球にやさしいって言ってる場合ではなくて、もう要するに

温暖化がどんどん進んでいますから。もう少し、そこの部分が表現されるようなタイトルを

考えなきゃいけないのかなという感覚は少し持っていました。ですので、ちょっとここは考

えさせていただきたいかなというところです。

○饗庭部会長

何かを考えられるということでよろしいですね。他はいかがですか。

○五味委員

私も都内でいろいろなところで呼ばれてやってるんですけど、中野っていうのは、中央線

によって完全に南北が分断されてるわけですね、例えば港区だとかあの辺に行きますと、虎

ノ門の交差点が道路の上に建物ができちゃった。立体交差化が法律化されまして、ああいう

ものができるようになった。そういうものを発展、中野区にはそういう物の考え方っていう

のはまだ薄いんですね。この間、例えばサンプラの南側を立体交差化っていう、あの建物の

中を道路が突っ切るという、アイデアは非常にいいんです。ここでは西武線の沿線の西武線

の地下に下から立体交差化っていう言葉になったわけなんで。この中央線のこの付近の立
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体交差化はやっぱりどこかで例えば、やるべきだと、今度新しく中野駅の西口ができますけ

ど、それもいいんですけど。立体的な交差がしているのは、中野通りの現在の中野駅の西側

ですか。それだけなんですね。ですから、もうちょっとこの道路と市街地の関係っていうの

はねもっとやればできるような地域があるわけですから、都市計画やってる人も経験がな

いっていえばそうなんですけども、もっと大胆な発想をしてですね、南北のこの中央線を立

体化させるぐらいの考え方。今必要だと思うんですね。中野駅が今改造をしてますけれども、

どういう建物ができるかわかりませんけども、あの辺りはもっと今のガードの面積の幅を

広くするとか、いくらでもやる方法があると思うんですよね。完全に中野の場合は、中央線

が、南北を分断しています。以上です。

○饗庭部会長

わからなかったんですけど。JR って踏切が残っていて地上を走ってるんでしたっけこの

辺。鉄道が分断しているっていうのが問題だから上に上げて踏切なくしてつなげようって

いうのが連続立体事業で、僕は JR 全部終わってるんじゃないかなっていうのは思っていて、

西武線やってんじゃないかなっていう認識だったんですけど。まだ足りない部分があるっ

ていう、そういうご意見でしょうか。

○五味委員

中野区が悪いんじゃないんですけども、プロですね、専門家がいて、虎ノ門のような大胆

な立体交差ができるとかね、そういうものの考え方はやっぱりこれからやっていくべきだ

と思うんですね。完全に分断されてるっていうのは、例えば中野 4丁目から中野 2丁目に

移るところは長さが約 600 メートルか 700 メートル。南に行けないんですよ。だから、鉄道

の上にわたった跨線橋は作りやすいんですけど。今言ったように、道路のレベルで南北をつ

なぐっていう道がないんですよね。その辺は、もっと大胆に物を考えなきゃまずいと思いま

す。

○饗庭部会長

ちょっと中野 4丁目 6 丁目に僕は土地勘がないからわからないんですけれども、できて

ない幹線レベルの都市計画道路があって、それを上に建物があるからできないから立体的

に抜くぞっていうのがたぶん虎ノ門だったと思うんですけれども、同じようなシチュエー

ションが中野区にあるかどうかっていうことをちょっとお話をいただいて、現状を共有し

た上でどうしようかってことだと思うんですけども。場所も含めていかがですか。都市整備

の方は。
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○安田都市計画課長

基本的な幹線道路でできてないっていうところは、ないんですけども、高架になっていて。

ただし、若干都市計画道路で整備が遅れているところがありまして、例えば紅葉山通りなん

かは鉄道交差するんですけども、上を通るか下を通るかっていう話は今、当てはまるのかな

と思います。そんなにはないですね。

○五味委員

分断されている一番いい例がですね、そこに囲町ってあります。囲町っていうのは、名前

が線路際に残っていまして、あの町っていうのは、中央線が通ったことによって、今中野 3

丁目と囲町っていうのが完全に分断されちゃった。今でも昔の中央線が通ったときにもっ

と大きな踏切があったり、跨線橋がしっかりしたのがあったんですけど、今あそこに跨線橋

があるんですけど、それは単にあそこを利用する人がいない。従って、中野 3丁目と囲町と

いうのは完全に昔の町会じゃなくなってしまった。要するに交流ができなくなったという

ことなんですね。西武新宿線側の新井薬師の駅のところあれ地下化されましたから、完全に。

それが立体交差だということなんですけど、もうちょっと考え方をこの中央線の南北に展

開して何かいい方法がないかなというあり得ると思うんですよね。それを考えてみたらい

かがかなということです。

○石井中野駅新北口駅前エリア担当課長

このペーパーそのものはこの部会のまとめだと思いますので、部会としての意見を取り

まとめるものなわけで、今の意見を入れ込むとしたら、もしかしたら、（2）の一つ目の丸

のところで、途中に回遊性が高まりということがありますけれども、そこにもうちょっと言

葉を足したらいかがかなと思って伺っておりました。道路、車のネットワークっていうのは

なかなか難しいところがあるんですけれども、今中野駅周辺でやってるまちづくり、再開発

などやっていますけれども、それの再開発によって歩行者ネットワークを作ろうとしてい

ますので、その歩行者ネットワークの整備によって回遊性が高まりというような表現を足

していただいたら、もしかしたら、その分断しているものもですね、歩行者については、さ

らにそのネットワークで回遊性が高まるということは、表現として入れ込めるのではない

かなというふうに思って伺っておりました。

○饗庭部会長

あと全体を見渡して。それでは佐土原委員お願いします。

○佐土原委員
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先ほど 5番のタイトルの話がありましたけど、4番も「災害に強い都市」っていうのは、

表現としては古くて、これだけ気候変動でひどい状況も出てきてるっていうことを考える

と、そういうものが起こることを前提に、しなやかに、レジリエンスっていうような言葉も

出てきてますので、そういった強いだけじゃなくて、しなやかに災害を受けとめて対応する

とか、そういったことも含めた表現にしていただいたほうがいいのではないかと思いまし

た。

○饗庭部会長

それでですねもうちょっと時間がありますので、7月の終わりぐらいに全体会というのを

やりまして、全体会でこういうことを少し検討したほうがいいんじゃないかっていうご意

見いただいているということですね。手元に資料ないと思います。

あとはですねそのあとに、健康・医療・福祉部会の佐藤委員という方から、こちらの部会

に対するご意見いただいておりますので、ちょっとその意見を紹介をさせていただいて、少

しどう組み入れるかってことを検討していただけないかなというふうに思っております。

資料ない中で恐縮ですけれども、第 2回の全体会で出た意見というのは 3点ございまし

て、1点目が中野駅前の話だと思うんですけど、中野 5丁目地区の道路拡幅の防災観点から

見たまちづくり、をしっかり勘案して検討されてるのかということが 1点ですね。2点目が

ですね、帰宅困難者対策について、あんまり考えられてないですねっていうようなことがご

指摘いただきました。さっきの災害に強い都市にかかわるところです。そして、地球にやさ

しいライフスタイルに関するところで言えば環境活動団体ってすごく中野区はたくさんあ

って活発なので、そのことについて触れないのか、というようなことが全体会でいただいた

ご意見 3つでございます。

そのあとにですね佐藤委員からいただいたご意見はですね、やや読んでて難しい課題だ

なと思ったんですが、商店街についていろいろ意見交換がされてるようなんですけれども、

具体的に大和町では、防災道路整備のための道路拡幅をやっていて、まだ事業前かもしれな

いですけど、要はそれによって既存の商店街がなくなりつつある。それはとても悲しいこと

だということでございまして、防災をやればやるほど建て替えを進めれば進めるほど古い

ものがなくなっていってしまう、ということを懸念しておりますというようなことです。ち

ょっとご意見長いので端折ってしゃべりましたけれども、1つ目の趣旨はそういうことでご

ざいます。防災まちづくりとか建て替えを進めていけばいくほど、商店街のにぎわいとか古

き良き雰囲気がなくなっていくんじゃないかと。そしてあと、自転車についてというのが 2
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番目のご意見でございまして、最近は電動自転車っていう電動アシスト付きの自転車が結

構出てきてますけども、あれも含めて、自転車の交通について、何か考察が欲しいなと。あ

とは 3番目に防災拠点についてですけれども、防災拠点について、学校が防災拠点というこ

とを前提としていいのかというご意見ですね。災害が起きたときに小学校の体育館とかが

避難所になるわけですけれども、その時に子供たちの学習環境が逆に言えば侵されてしま

うということがあるので、それについてどう考えますかというようなことが問いかけとし

ていただいたということで、佐藤委員からは 3点でございます。

全部取り入れるのは無理かもしれませんけれども、何か皆さんの方でお気づきの点とか、

お答えできるところがあればご意見いただいて、最後事務局にまとめていただく方向にし

たいと思いますがいかがでしょうか。

○佐土原委員

防災拠点を小学校に限定していいかという話はおそらく今、いろんなところで問題にな

ってるんですけど。これまでの木造住宅の地域ですと、かなりひどく被災して、小学校にみ

んな避難することを前提に、小学校が防災拠点になって、避難物資も届いて情報もそこから

広がるという形なんですけど、最近の状況は、相当マンションができてきてですね、それぞ

れのマンションにいながらにして避難生活を送るということも出てくる中で、ある程度、小

学校に行かないといろんなことができないことの不都合も出てきているもんですから、そ

のあたりの仕組みをもう少しフレキシブルにして、自主的にマンションで、避難生活を送れ

るところは、そういうところをある程度拠点として認めながら、行政の中でも、仕組みを考

えなければいけない時期に来てると思います。そういうことと今の小学校で学習の阻害要

因になるということと両方解決していく方向で将来的に考えられるといいんではないかと

いうふうに思います。

○饗庭部会長

今日は防災担当課長に伺うべき話かもしれません。

○山田防災担当課長

ご意見ありがとうございます。確かにマンション拠点等も考えられるんですけど、やはり

在宅避難が理想なのかなと、目指すところはそこだと考えております。ただやっぱりそうい

った現状ではないっていうのを、実態がございますので、その辺も含めて今後検討課題とし

て、やっぱり進めていかなきゃいけないのかなと考えてるところでございます。以上です。

○饗庭部会長
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文章をちょっと書いておきますかね。4ページ目のところの上から三番目とかが、避難の

話がこれは要支援者の話ですけど、避難の時の話がいくつかか書いているところがありま

すから、そこに在宅で過ごせるように、在宅で何とかなるようにするとか、小学校の学習、

児童の学習環境に配慮して、バランスを取るとかなんかそういう文言が入ってくといいか

もしれないなと思いました。書きすぎると辛いんですか。

○山田防災担当課長

今の件につきましては事務局と相談して、記載をする方向で検討したいと思います。

○饗庭部会長

問題意識はごく真っ当なものだと思うので、真摯に受けとめるべきだと思いました。ほか

の点につきましていかがでしょうか。

○吉村委員

今お話の中にあった例えば 5丁目の道路の話なんですけど、確かにそれは正論だと思う

んですが、一方では 2ページですか、「世界に開かれた都市活動とにぎわいの中で、中野駅

前に多くの飲食店があり」っていうその 5丁目の話だと思うんですね。それが、まちとして

のいろんな可能性とか懐の深さですか。変わるものと変わらないものが共存するっていう

ことなんですよね。その時に一方的にさっきの商店街がなくなっちゃうと同じように、道路

整備をすることによって街の雰囲気は変わってくるわけですから、その価値をどう見るか

っていうことだと思います。その時にその価値の中で皆さんが商売とか生活もあり、当然こ

こまで大きなことまで起きてません。地震があるとまた別かもしれませんけど、火災につい

ての何かやっぱり自助努力があるんだろうと思うんですね。それは、今のとこで話されてる

ような災害の時に対して、日常も大切だっていうことと同じように、皆さんの意識をどう高

めるかっていうことだと思いますね。その時に、単にその道路を綺麗にするとか広くすると

か逃げやすくするとかっていうことをやればまちづくりとして正解なんだっていうことで

はないんだよっていうことも言っていく必要があって、それ以上に今の魅力があって、これ

は極端なことですけど、あそこをそのまま残していくことによって、世界文化遺産になるぐ

らいの、日本の一つの表れとしてなるんだよっていうぐらいをやっていくような意識が必

要なんじゃないかなというふうに思います。二度とああいうものができることはないんだ

ろうと思うし、そういったことの意識を変えていかないと、また同じようなことでやってい

くことになってしまうかなと。これだけ魅力があると言ってるならば、それをじゃあどうや

って守ってやっていくのかと。あれを大きく覆うことによって一つの空間にして、なんてこ
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ともあるかもしれませんね。パビリオンのようになって、その中を人が歩くようなところに

なってるとか、そんなことかもしれないんですよね。ですからその考え方を今変えていく必

要があって、一つのフレームだとか一つの考え方で全部整備していけばいいよっていうこ

とではないんじゃないかな、っていう気がしています。それがたぶん、ある意味の意識づけ

だったり、それから、佐土原委員がおっしゃったレジリエンスみたいな、やはり強靱さ、柔

軟にしなっていくような、そんなところの柔軟性がまちの中で、何かあってもどっこい生き

ているよみたいな、まちの感覚として、今までもそうだし、これからもっていうところに何

かメッセージがあればなというふうに考えています。以上です。

○饗庭部会長

事務局からにしましょうか、もう一度

○石井中野駅新北口駅前エリア担当課長

具体的に中野駅周辺のまちづくりのグランドデザインの中でも、その 5丁目についての

まちづくりの考え方もありまして、安全とにぎわいが共存してるというようなイメージで

まちの将来像を言っています。具体的に何か事業がまだ動いてるわけではございませんけ

れども、これからのまちづくりをどうしたらいいかという検討を進めているところでござ

います。今委員の中からあった中野駅前には多くの飲食店がありというところの表現をも

うちょっと出したらいかがかと思いまして、先ほどのご指摘にあったところのやはり安

全・安心ですとか、そういったことをこの中にもちょっと入れ込んで、安全性を保ちながら

とか、あとは例えば防犯の観点も含めて安心とかですね、そういったことを入れ込んで、変

わるものと変わらないものが共存していると。いったことであれば、よろしいのではないか

なと思います。

○饗庭部会長

（2）のところに少し 3番目の丸のところに少し安全とか防災とかそういう言葉をまぜ込

んでみて、今の環境を最優先しつつ、防災性能を上げてくみたいな、そんなことかなと思い

ました。書き方としてはですね。具体的にどうやるかっていうのはもう実行部隊で考えてい

ただくしかないと思うんですけれど。

○甚野委員

先ほどの質問の中で帰宅困難といったところの案件があったかと思うんですけれども、

防災の 4ページの 1つ目の丸のところに「災害発生時、避難所にいる人や在宅避難の人、”

来街者など”」とあるので、この来街者のところに帰宅困難といったところは当てはまるの
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かなと思います。必要であればこちらの方に文言追加していただくのがよろしいかなと思

います。またその上から 3つ目の丸、「地域に暮らす要支援者が避難時に」とあってですね、

先ほど佐土原委員のお話の中にもありました、避難ありきといったところではなく、在宅避

難といったところで検討しますと、ここは被災時ですとか、災害時ですとかというふうな言

葉に置き換えていただいて、要支援者が安全に安心して、避難生活を送れるですとか、そう

いった文言に変えていただいて、いろいろな支援がなされている、お互いで支え合いができ

ているというようなニュアンスの言葉にしていただくのがよろしいのではないかなと思っ

た次第です。以上です。

○饗庭部会長

ありがとうございました。帰宅困難って何か方針あるんでしたっけ。この辺にとどめてお

くとか、ここに来られるとかそういうのを作られてるんでしたっけ。

○田中危機管理課長

一応そういう体制は組まれていまして、一応中野駅周辺それから中野坂上とか東中野の

周辺、あと西武線の野方・鷺宮では、毎年訓練もやっておりまして、そういう体制ができて

おります。

○饗庭部会長

書き込んでも特に問題ないということでよろしいですね。記入するという方向でいきた

いと思います。ほか、よろしいですかね。

○甚野委員

他の団体がごみの拾い方とかいろいろやってるよっていう話のところを追加して欲しい

なっていう話が確かあったと思うんですけども。区内で排出されるごみの話は、5番目のマ

ルのところになるのかなっていうふうなところをちょっと思ってまして。ここを環境を綺

麗にしているっていうニュアンス、環境美化とか、ごみがないよっていったところで拾い集

めてますだとか、誰もが捨てないみたいなところも踏まえてそこんところにみんなと協力

してなんかやってます、そういったことが協働して行われています、みたいなイメージがあ

るといい。要は町会・自治会でもごみ拾いとかやられていたりとかされていますし、中野駅

前ですとたまにグリーンのベスト着ていらっしゃったりとかっていう団体さんもいらっし

ゃるかと思います。そういったところが区民全体で環境まちづくりに取り組んでいるとい

ったイメージが伝わるとたぶんおっしゃられたところにつながるんじゃないかなと。いう

ふうに思っております。
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○饗庭部会長

今のご意見でなんか収まるじゃないかなっていうふうに思いましたけど、いかがですか。

○川本清掃事務所長

清掃事務所長の川本です。おっしゃるとおり、このごみの問題に関しては清掃事務所の現

場だけではなくて、やはり区民の皆様とか、地域の皆様の協力があって、行われてる事業で

すので、やはりそういったところを踏まえた表現の方が適切だと思いますので、そういった

表現を検討させていただければと思います。ありがとうございます。

○五味委員

今のごみの処理のことですけど。これはかなり大きな問題だと思います。中国が実はペッ

トボトルを処理するために今まで中国っていいとこがありまして、処理するときは自分の

ところで請負うよ、ということであったもんですから、そのごみの処理の工場っていうのは、

ペットボトルを処理するために、中国は受け入れてたんです。ところが、数年前にいきなり

それを取り止めちゃった。今の話ですけど、ごみの処理っていうのは相当環境省だとか通産

省がその時にしてます。それからつい最近ですけど禁煙タバコをですね。喫煙場所を指定す

る条例っていうのは東京都議会でできまして、ごみの処理の問題と、その喫煙の場所ですね、

これはやっぱりことに公の施設である官公庁の庁内ではもう絶対に禁煙だと。それから学

校であるとか幼稚園はもちろん禁煙、すでに中央区やオリンピックの開かれる港区だとか

あっちの方はすでに施行されております。かなり厳しい規制をやってますけど、中野区の場

合は、どの程度喫煙場所の指定をする。ために、行政がどういうふうに今やってるかちょっ

と伺いたいと思います。

○饗庭部会長

ごみ処理が大変なんじゃないかってお話と、禁煙の話はもしかしたら健康部会かもしん

ないですね。ちょっとここの所掌じゃないかもしれないので、永見さん仕切ってください、

そこは。まずはごみの話から。

○伊東ごみゼロ推進課長

ごみゼロ推進課長の伊東でございます。先ほど委員のほうからお話ありましたが、中国が

ごみの受け入れをストップした問題でございます。これは産業廃棄物としての汚れたプラ

スチックとかが、バーゼル条約の関係で受け入れがされなくなって、今、日本全国で産廃と

しての廃プラが滞留してしまっている。これについては国が動いて、自治体の焼却場で燃や

すことができないかとか、そういった通知も出ております。区が取り扱うごみについては、
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家庭から出るごみが主でございまして、ここに書かれているとおり、きちんとルールにのっ

とって廃棄される。あとは資源がちゃんとリサイクルがされていれば、まちなかにごみがあ

ふれているような状態や、問題となっている海洋プラスチックごみにはつながらないとい

うことでございますので、こちらに書いてあることがきちんとなされていれば問題ないの

かなと考えております。

○五味委員

喫煙場所のたばこの方はどういうふうになっていますか。

○永見基本構想担当課長

たばこに関しては、健康・医療・福祉部会のテーマになってくるのかなというふうに思い

ますけれども、今、東京都の方で受動喫煙防止の条例なども出ておりますので、そういった

ところを踏まえて、そちらに投げかけてというような形になろうかと思います。

○佐土原委員

全体をとおしてあまり議論してこなかったのが、情報技術がいろいろ入ってきて、世界が

変わっていくっていうこと、そのことが、いろんなところに関係してくることで、組み込ん

でいく必要が、これから 10 年 20 年先という話になると、あると思います。例えば、エネル

ギーの仕組みもいろんな情報と絡めて、効率化を図っていくっていうこともありますし、人

の移動で MAAS なんかも、最近いろいろ話題になっているとか、防災とか防犯も、人の動き

とかを検知しながらやる、健康も、おそらくいろんなことが起こってくるので、そういう視

点がこの中にうまく組み込まれていくことが、10 年 20 年先の計画ということになると、必

要と思いましたので、できる範囲で入れていただければと思います。以上です。

○永見基本構想担当課長

委員のおっしゃるとおり、そういった状況がどんどん進んでいるということで、社会全体

を覆う部分なのかなと思いますので、どのような形で表現できるかというところは検討さ

せてください。

○饗庭部会長

だいたい出尽くしましたかね。ご意見、ございますか。どうぞ。

○甚野委員

先ほど自転車の話あったと思うんですけども、あれって電動自転車のなんでしたっけ。

○饗庭部会長

自転車についての考察が欲しい。自転車道路の整備や駐輪場等について議論されるのは
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どうでしょうか、というのがいただいたご意見です。

○甚野委員

それって交通じゃないんですかね。

○饗庭部会長

交通ここですよね。都市に入ると思われるので、交通はここですね。バスを通すとかそう

いう話がありましたよね。入るとしたらおそらく快適で魅力ある住環境のところの一番最

後が例えばバスになってますから、これにもう 1個足すかとかそういうことだと思います。

まず施策を聞きましょう。駐輪場と自転車専用道路を作ってる余裕があるのかどうかとい

うことをお伺いしたいと思います。

○安田都市計画課長

制度として自転車、駐輪場を含む自転車の利用の環境づくりっていうのは、計画としてで

きてますので、道路の広さとかによりますけど、自転車専用道路通行帯を作っていくってい

うことと、あと自転車をですね、先ほどの歩きやすい居心地のいいまちづくりの中で、一つ

の手段として、環境にやさしい移動手段ということもありますので、そういったことも積極

的に進めていきたいというふうに思ってます。自転車の利用の仕方の全体の流れの中で、先

ほどの ICT とかですね、いろんなものもありますけれども、利便性向上のいろんな自転車の

スタイルがあります。例えばシェアサイクルとかあるいは、無人自動車とか、そういったこ

とも居心地のいい移動手段、まちづくりの中でも、あると思います。実際にうちの職員が、

最近無人自動車の実験を中野坂上でやったんですけども、そういったことに参加したりも

してますので、それも ICT と関わりますけども、取り入れていくのだと思います。

○甚野委員

今のお話聞いて、ちょっと改めて資料を読ませていただいたところ、最後のマルのところ

に多様な交通手段とちょっと書いてあるんですね。一応。なのでそこのところが、自転車で

ある。って言ったところになってくるのかなというふうに思いました。そこに自転車とか、

その駐輪場の話とかも含まれてくるのかなっていうふうには思いました。厳密になんか自

転車書いて欲しかったらそこんところ自転車とかっていうふうに書くような形になるのか

なと思うんですが、あえてここはそのまま多様な交通手段のところで置いといてもいいの

かなというふうには思いました。

○吉村委員

今のに関しては、もう少し住民側の意識としてですね、例えば 5番目のところで、このラ
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イフスタイルがそのまま残るかどうかわかりませんけど、環境に対しての配慮としてって

いうところでの 2番目にシェアサイクルって一応出てるわけですよね。ですから、そういっ

たことをどう展開するかということだと思うし、十分に今、自転車の動きあるんでしょうけ

ど、駅前での止め方とかっていうのがまだちゃんとしたルールになってないわけですよね。

そこのところでやはり使い方とルールとそれから当然環境にもやさしいとか、自転車で行

って快適だとかっていうところが、やはり作られていくべきものだろうと思いますね。だか

らそこのところを、うまくこの先整備するとか、整えていくっていうことを考える必要があ

るんだろうと思いますね。そこのところはさっきからあるように、環境にやさしいとか、景

観的に例えばそのフィルムコミッションみたいな、絵になるとか、それぞれのシーンなると

かっていうところに整えていくんじゃないかなというふうに思います。

○饗庭部会長

はい、ありがとうございます。なんとなく気になるのは、自転車いっぱい走っちゃったら

中野区は困るんじゃないかなというところがちょっと気になるので、これだけ狭いので、そ

の辺は、どっちを強調するのか、バスをやっぱ使うっていうふうに、強調していきたいのか、

自転車も含めて書き込むのかってあたりは少し慎重にやっていただくとよろしいかなと思

いました。

時間がいい時間だなというのもあります。何か言い残したことがあれば。よろしいですか

ね。

では終了時間がもうほぼ迫って参りましたので、本日の議事はこれにて終了というふう

にさせていただきたいと思います。ご協力ありがとうございました。これからのことなんで

すけれども、今日ご審議いただきました内容を踏まえて、事務局と調整した上でですね、第

3回の全体会が 9月 27 日に開催をされますので、それに向けての資料を作成したいという

ことでございます。それにつきましては、でき次第また皆様の方にメールや郵送等でお送り

して確認をしたいということでございますので、そういう進め方でよろしいでしょうか。よ

ろしいですかね。はい。ありがとうございます。

それで全部会を合わせた最終的な答申につきましては、全体会でまとめていくというこ

とでございます。この都市・防災・環境部会の審議というのは本日のこれが第 5回目なんで

すけれども、これにて終了ということでございます。これまで都市・防災・環境部会の部会

員の皆様には、審議等にご協力いただきまして誠にありがとうございました。そして臨時委

員の皆様は 3人いらっしゃると思うんですけれども、会議に集まりいただくのは、本日が最
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後ということでございますので、ありがとうございました。

委員の皆様、臨時委員以外の方につきましては、次第の下に次回の日程が書いてございま

すが、9月 27日が次回、そして最終回が 10 月 18 日、それぞれ 19 時から中野区役所という

ことでございますのでご予定いただければと思います。では他に事務局から連絡事項ござ

いますでしょうか。

○永見基本構想担当課長

本日最後の部会ということで皆様まことにありがとうございました。今日はお車でいら

っしゃった方いらっしゃいますでしょうか。いらっしゃらないようですね。以上でございま

す。本当にありがとうございました。

―― 了 ――


